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羽章石器資料分析

以下に、 1-1酬の中九州地域各遭跡における石器組成分類にけM 石材利用的状況と‘

遺跡内における事石材の般入状況を示す。各遺跡の石器出土状況の詳細は表6-20に示す。

石材利用グラフ(図 24・27・3ωについては遠距離石材、中距雌.p材、近距離石材に加え、

蛇紋岩に特徴的な利用状況が見られることから各石材分頬とは別に示す。安山岩Eについ

ても、後期後半以降の二子山産打製石器流通と総体的に捉えるため、個別に示す 。また、

砥石については原石利用石棋の一部としているが、これに対しても特徴的な利用状況が見

られるため別に示す。

1. 1期

(1)白川流域

i )北久根山遺跡(表6)

①石材利用(図24)

北久根山遺跡では、特殊石器 ・玉類は出土しない。事l片石器には、ほぽ9由lに近い割合

で遠距離石材が用いられ、その大部分を安山岩Fが占的、他は鼎曜石Aが1点出土するの

みである固また、 1点のみ中距離石材であるチャートが用いられる。磨製石器類にはすべ

て蛇紋岩が用いられている。打製石器には、ほぽ近距離石材である安山岩が用いられるが、

1点のみ中的雌石材である砂岩Dが用いられる。原石利用石器に用いられるのもほぼ近距

離石材で そのうち河原で採取が可能な安山岩C市多用される.

②右材般入状況(図 25)

遠距離石材は、思暇石A、安山岩Fともに剥片か製品の状態で出土している。このこと

から、遠距隊石材は少なくとも石器製作段階のうち剥J1の状態で鰍入されており、遺跡内

における剥片剥離作業は行われていなかったと考えられる.中距離石材は、礁、申l片、製

品の状態で出土している.砂岩は隣の状態のものが多く、製品とはいっても利用されてい

る器種は加工をほとんど必要としない石錘であることから、艇の状態のままの慌入が行わ

れたと考えられる。しかし、砂岩Dについては打製石斧に用いられており、製品状態での

み出土していることから、遺跡外で加工が行われて搬入されたι曹、われる。チャートは、

製品と 8c回 程度の荒割りをしたような艇が出土している。 しかし、出土量も少なく剥片

類も出土していないため、それほどの利用頻度はなく‘剥片石器に用いる遠距離石材の有

完的役割を果たしたものであったと考える方が自然である。また、片岩はそれほど出土し

ておらず製品としての出土もないことから、積極的に利用しようという意識はなかったも

のと思われる.近距離石材については、様‘調i片、製品が出土していることから、遺跡近

辺の採取が可能な場所から礁を採取または簡単な事l片端l離を行い、遺跡内で製品川工を行

ったものと考えられる。また、安山岩Cにつb、ては同様であるため、泣跡近くの白川の何

原で採取したものであるう。

ii )六地蔵遺跡(表7)

①石材利用(図 24)
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六地蔵遺跡では、特殊石器 ・玉、膳製石器は出土しない。最'1片石器にはほぼ述距縦石材

が用いられており、そのうち 8割以上が安山岩Fである。中距離石材は用いられておらず、

近距離石材も安山岩Dの加工申l片が 1点出土するのみである.打製石器には、ほぽ近距雌

石材である安山岩が用いられ、 1点のみ中距離石材である片岩Aが出土している。原石利

用石器に用いられているのは圭で近距離石材であり、さらに遺跡に隣接して流れる白川の

河原で採取可能な円礁の安山岩Cである.

本遺跡では、他石器と比較すると圧倒的に庖石類とその素材となる円際、安山岩Cの出

土量が多い.こ回現象については敦賀啓一郎が、六地蔵遺跡を含めた熊本県内の代表的な

縄文時代後晩期遺跡の石縛組成を概観した結果から、その特徴を示している。それによる

と、後期後葉の大規模集落遺跡では扇平打製石斧の噌加が示されることから、六地蔵泣跡

における民主石類の大量出土はそれ以前の堅呆類を中心とした植物質食器採集 ー加工活動が

活発に行われていたものと推定している(敦賀 200針。すなわち、植物採銀に重点をおいて

いた遺跡において最も必要とされる石器を製作する際に用いられる石材出、隣接する河原

で容易に獲得することができたために他地繊の石材に頼ることがなかったのではないかと

思われる.

②石材搬入状況(図25)

遠距離石材は、以曜石A、安山岩Fともに剥片または製品目状態で出土している。この

ことから、遠距離石材は北久綾山遺跡と問機に少なくとも石器製作段階のうち剥片白状想

で瓶入されており、遺跡内における剥片剥雌作業は行われていなかったと考えられる。中

距雌石材は、剥片、来製品の状態で出土しており、遺跡内には剥片の状態で持ち込まれ加

工が施されたものと考えられる.出土数が他石材よりも少量であることから、偶発的な入

手である可能性も考えられる。また、 1点ではあるが後期後半に広〈分布するといわれる

安山岩Eの剥片が出土している。近距離石材のうち安山岩Cについては上述した。他分額

安山岩については、 司自l片または製品の状態で出土しており、小型事l片も確認できないこと

から、同一流威内の採取できる場所まで赴いて剥片剰雌を行ったものと考えられる。

iii)平原台遺跡(表 8)

①石材利用(図 24)

千原台遺跡では、玉 ・特殊石器は出土しなb、。剥片石器については、実見資料中には線

認できなかったものの、報告書に剥片鱗の記載があったため世量は存在しているようであ

る. しかし、弥生時代の遺憎から出土していることと、報告自体にも縄文時代の石器がご

く世数であったと記載されていることから時期判定は難しい.磨E耳石掠には近距離石材の

安山岩と蛇紋岩が用いられている.打製石器には、近距離石科目安山岩、中距離石材であ

る片岩A'C、蛇紋岩が用いられており、同一地域内と比較するとややバリエーションが

見られる.加工礎以外の原石利用石器にはほぼ近距離石材であり同様である安山岩Cが用

いられているが、 一部中距離石材である砂岩A-Cが用いられており、こちらにも世々の

パリエーショ y が見られる。

②右材搬入状況(図2的
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千原台遺跡において、遠距離石材は製品の状態で出土しているが、前l片、磁の出土もな

く利用自体が4かない.中距荷量石材は、片岩と砂岩が出土している。片岩については、菊池

)11統場産のものと緑川流峨産のものが出土しているが、どちらも製品または来製品状態で

の級入である。すなわち、ある程度の加工を施した状態での瓶入が考えられる。また.砂

岩については、ほぽ原石利用石材に用いられていることから、傑状態での縄入であったと

思われる。全体量と比較すると、各中距離石材の出土量はそれほど世なくもないのである

が、それほど積層的に用いられていたとも考えにくい.よって、必要に応じて各産地に赴

き加工を施して持ち帰った可能性がある。近距離石材については、安山岩C以外の石材は

製品、加工様、剥片状態で出土しており、六地蔵遺跡と同様に小型剥片も確認できないこ

とから、同一流威内の採取できる場所まで赴いて剥片剥離と加工を行って持ち帰ったもの

と考えられる.

(2 )菊池川流域

j )木柑子下原遺跡(表 9)

①石材利用(図 24)

木柑子下原遺跡では、玉 ・特殊石器は出土しない。申l片石器は.一部の報告書記載資料

が実見可能資料に含まれていなかったため、本来の出土量はもう少し多い。しかし、報告

書を確認したところ、基本的な石材利用状況は実見資料にある程度反映されている。報告

書から判断できる範囲では、実際には梨鴫石製の石鎌と安山岩F製の右犠、石匙がもう少

し山上している。実見結果としては、約6割を遠距離石材が、約4劃を近距雌石材が占め

る.報告書掲載分を含めて考えると、遠距隊石材がやや唱えるであろう.遠距離石材は黒

曜石A、安山岩Fがほぼ同量であり、近距離石材についてはすべて片岩Aである。

磨製石器には、近距離石材と安山岩E、中距離石材である砂岩D、蛇紋岩が用いられる。

実見できなかった資料が数点存在するが、報告書内では石材に触れられておらず、詳細は

不明である。近距離石材は片岩Aが 1点である。

打製石斧には全て近距離石材が用いられ、その内約は安山岩と片岩Aで、片岩Aがやや

多い.これも実見できなかった資料が吉まれるが、報告書を確認したところほとんどが片

岩Aのようである。原石利用石器には安山岩Cと砂岩日も用いられているが、ほとんどが

安山岩Cである.これらの石器にもやはり実見できなかった資料が吉まれるが、報告舎に

よると円磁安山岩製のものがあと数点出土しているようである. しかし、この未実見分を

含めても、原石利用石器の出土量の訓告は白川流域遺跡よりも少ない。これは、菊池川流

域遺跡において白川流膿遺跡よりも植物質食楢利用に重点がおかれていなかったことを示

している。また、実見資料中には碓認できなかったが、砂岩製の砥石が出土しており、報

告書記載主によると f砂質の赤紫色町平石」を用いたものであるらしし、。この記載から、

砂場Cが用いられている可能性が高い.

本遺跡においても、石材利用と器種組成の聞には白川統域遺跡と同様の棟相が見られる

が、白川流域遺跡より も片岩Aが用いられる割合が高いとしづ差異が見られる.片岩Aの

利用比率が高い理由として、遺跡の立地している地域が片岩Aの産出地帯である三郡変成

岩市内に含まれていることから、保取が容易であったことが挙げられる。片岩Aは層型に

沿って板状に剥雌がなされるので、扇平な石器を製作する場合に加工が容易で、原石も大
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型のため打製石器類を製作するのに向いている。すなわち、同様の石器に利用されている

安山岩よりも扱いやすい石材であったと考えられることから、産出地の付近では積極的な

利用が行われていたと考えてよいであろう。また、白川流域遺跡よりi麗石類の出土が少な

く、府平な打製石器を製作するのに有利な石材を多く用いていることから、生業に差異が

あった可能性も考えられる。

②石材搬入状況(図 26)

遠距離石材は、娘磁石A、安山岩Fともに製品、!lJJ片の状態で出土している。特に、製

品に対して剥片の量がやや多いことから、剥片段階を主とした傑入があったものと考えら

れる。中距離石材に関しては、剥片状態での出土がほとんどであり、特にチャート鎚の剥

片がまとまった量出土している。原石が利用されている砂岩に関しても、事l片出土が見ら

れる。また、少量ではあるが安山砦Dを用いた剥片が出土している。これとは異なり、安

山岩E、蛇紋岩、砂岩Dは製品のみの出土である.近距離石材は、製品あるいは剥片の状

態で出土している.この中でも特に近隣に産地が存在する片岩Aについては、斑状態での

縄入が見られないことから、事l片状態での縄入があったと考えられる。原産地が近距離の

場所に立地しているわりには、原石の搬入が見られないことから、採取可能な場所まで赴

き事l片剥離を行ったうえで持ち帰った可能性が高u、固

iii )木柑子西原遺跡

①石材利用

木柑子西原遺跡からは、ほとんど石器が出土していない。実見できなかった資料も一部

存在するが、それもごく少量であると，曹、われる。統計上問題があると思われるため、木柑

子遺跡群全体の一部として捉えるための参考資料としたい。

実見資料は、砂岩D、蛇紋岩製の脂製石斧告 1点のみであった。来実見資料のうち、剥

片石総については報告書に石鎌1点、使用剥片 3点の記載があるが、石材についての記載

や写真の掲載がないため詳細は不明である。打製石器は未実見の打製石斧が 1点出土して

いるが、詳細な説明の記載はない.

②石材搬入状況

上述したように、木柑子西原遺跡では石器の出土がほとんどないため、参考資料とする.

石材がはっきりと同定できたものは、砂岩Dと蛇紋岩のみである。両者とも製品状態での

出土である。

iii)木柑子車山ノよ遺跡(表lω
①石材利用(図 24)

木柑干東山ノ上遺跡では、木柑子遺跡群の各遺跡のうちで最も出土点数が多く、後期前

半の対象遺跡の中でも最多である。他の2遺跡と同様に、報告書掲載資料のほとんどは実

見できなかったので、補足しつつ出土状況を述べていきたい。

特殊石器・玉類は出土していない。剥片石器はほとんどに遠距隙石材が用いられており、

中距雌石材である安山岩D、チャートが約 t'，t刊用いられている。遠距離石材は、黒蹴石A、
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安山岩Fがほとんどを占め、そこに黒硝石Bが少量加わる.報告書掲載資料を足すと 70

点近く点数が用加するが、確認する限り石材利用状況は実見資料と大差ないようである.

出土量の多い遠距離石材の中で、安山岩Fより黒曜石Aの方がはるかに多く用いられてい

る。遠距離石材の出土量が少ないうえに、黒昭石Aよりも安山岩Fの方が多用される白川

流域の北久綬山遺跡、六地蔵i置跡とは様相がやや異なっている固それに加え、白川流域遺

跡では用いられなかった黒暇石Bも用いられている.すなわち、木材干JI!山ノ上迎跡は、

当時の遺跡の中でも遠距離石材の獲得に有利な立場にあったと予測される.

府製石器は、骨l片石器と比較すると点数が1>なく、陪製石斧3点、その他磨製石器 1点

である。報告書掲載分を加えても陪製石斧が3点増加するのみである。石材は蛇紋岩が3

点、片岩Aが l点で、報告書掲載分の蛇紋岩2点、と砂岩Dと思われるもの 1点が加わる。

打製石器も盤が少ないが、用いられている石材は安山岩B、片岩Aの近距離石材と安山岩

Eであり、片岩Aが用いられる割合が高い。報告書掲載分を加えると 10点ほど憎加する

が、用いられている石材はほとんどが片岩Aのようであるe 木柑子下原遺跡と比較すると

全体的な利用割合こそ少ないが、同僚に近辺に産地が存在する石材を積極的に利用してい

ることが分かる。

原石利用石材は弱点出土しており、ほぽ安山岩Cを用いた磨石類である.報告書掲載

分を吉めると 8点ほど培加するが、これらも全て安山岩C製である.全体的な出土並から

考えても、六地紘遺跡における踏石類の利用は非常に多く、植物質食料利用に依存的であ

ったという特異性が際立つ。また、本遺跡では砥石が出土しており、その石材には砂岩C

が用いられている。詳細は後述するが、各時期を過して砥石に用いられる石材は砂岩が圧

倒的に多く.その中でも砂岩Cを用いる場合が多い.石材に対して、 利用を見通した目的

的な獲得を行っていたことを示す例として興味深い。

木柑子東山ノ上遺跡においても、片岩Aについては在地産の石材であることから、他流

域遺跡よりも積植的な利用が行われている。木柑子下原遺跡との石材利用に対する共通点

が認められることから、総じて木柑子遺跡ff平全体において同様の石材利用を行っていたも

のと考えられる。 しかし、黒曜石Aの利用については木柑子東山ノ上遺跡の方が圧倒的に

多く、木柑子遺跡群を 1つの集落遺跡であったと提えた場合、石材の種類によって扱う場

所が決まっていた可能性もある。

②右材徹入状況(図26)

遠距離石材は、黒曜石A "B、安山岩Fにおいて多くが製品、剥片の状態で出土してい

る。石核:!i<に着目すると、黒曜石目、安山岩Fではほとんど出土していない固しかし、黒

陥石Aは石核量が剥片品の約4分の lであり、石棋形態での搬入が行われていたと考えら

れる. しかし、黒崎石Aの石核の多くは、風化した 2..........3c皿 の丸みを帯びた小礁に対L

1度のみ剥雌を行ったようなものであり、朝l片事l離を目的とした縄入が存在したとは考え

にくい.ただ、他遺跡と比較してもその出土量がきわめて多いことから、本遺跡に限って

県限石Aが多く梅入されていることは確かであろうe また、風化した石核や小畿はE却l以

降、特に田弗lの遺跡においても多量に出土していることがあり、着目すべき資料である円。

中枢隣石材についてはやや積極的な利用が見られるが、ほとんどが剥片あるいは製品の

状態で附土しており、その状態での搬入が多く行われていたようである.しかし、有核や
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撲も少量出土しており、単純に剥片や製品のみの瓶入を行っていたわけではなさそうであ

る.近距雌石材については、製品、剥片、少量の傑が出土しているa 礁の多くは安山岩c
であるため、原石利用を目的にそのままの状態で持ち込んだものであろうa その他の石材

の状況を見てみると、事l片状態での搬入が多く、遺跡近辺町採取場所で調l片剥雌を行った

うえで遺跡に持ち込んだものと考えられる。また、木柑干下原遺跡と同様に、白川流域遺

跡よりも利用が多く近距離に産出する片岩Aは、製品または剥片の状態で搬入されている。

すなわち、やはり近隣の石材採取地まで赴き、*，1片剥離を行ったものと恩われる.

蛇紋岩については、ほぼすべて製品状態で出土している.制片が2点出土しているが、

1-2cm程度の小剥片で石器として用いるものというよりは、 l極製石斧の破損時の破片

と考えた方がむしろ自然である.安山岩Eについては、製品もしくは剥片状態での出土で

ある。この石材については、 二子山産打製石器の流通としてまとめて考察を行いたし、.

iv)械・下原遺跡(表 11l

①石材利用(図 24.>
城 ・下原遺跡では、特殊石器 ・玉は出土しない。 "'1片石器には、遠距離石材、近距離石

材が用いられ、その7割以上を遠距離石材が占める。遠距離石材として黒曜石A、安山岩

Fが用いられるが、その多くは黒曜石Aであるa 近距離石材は、すべて片岩Aが用いられ

ており、これは木柑子遺跡群と閑様に産地に近い立地のため積極的な利用が行われたもの

と考えられる。磨製石認の出土量は 1点のみであるが、中距離石材である片岩Cが用いら

れている。打製石器には蛇紋岩出 1点用いられている以外はすべてH岩Aが用いられてお

り、加工しやすい在地石材を多用していたようである.原石利用石器には、ほとんどが近

距離石材である安山岩Cが用いられており、砥石のみ砂岩Bが用いられている。

また、本遺跡においては三郡帯にて採取が可能である変はんれい岩の軍事が4点出土して

いるa この石材は、主に鮮やかな緑色を呈しており、一見して緑色の蛇紋岩と非常によく

似た印象を受ける(図 23).蛇紋岩との肉眼による判別は白色の長石が含まれるかどうかで

あるが、その点を意識的に観察しなければ混同させてしまう恐れがある。このような石材

は. 皿期に至るまで他流接泣跡では出土しておらず、菊池川流棋遺跡においても木柑干遺

跡や三万回遺跡では出土せず、一部の遺跡でのみ出土する特徴的なものである。

②石材搬入状況(図 26)

遠距離石材は安山岩F、黒樋石Aが出土しているが、安山岩Fは製品、調l片のみの出土

であり製品も加工剥片であるため、剥片状態での縄入が考えられる。一方、黒曜石Aは製

品、剥片に加え少量ではあるが石核や離が出土している.ただ、これらの石核類は 1-2

cmほどの大きさしかなく、剥片には同サイズのものがあるものの製品の中には5cm以上

の大きさのものも存在することから、製品に関しては素材剥片あるいは完成品の権入があ

ったと考えた方がよさそうである。

中距縦石材は、原石利用の製品、少量の剥片以外はほぼ畷の状態で出土しており、僚の

状態での[搬入が考えられるが、その利用はあまり行われなかったものと思われる。そのよ

うな中で注目すべきは、砥石に砂岩 Bのみが目的的に用いられている点である。

近距縦石材は、安山岩類については中距離石材同僚に多くが傑状態の出土であることか
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ら、機状態での搬入を行っていたようであるが、これらの石材を用いた製品は全く出土し

ていない。反対に、片岩Aは全出上石器中においても圧倒的な出土量であり、多くの様、

剥片.製品が出土している.特に礁の出土量は、遺跡内のみならず同時期の遺跡と比較し

ても島事である。 他遺跡においては、菊池川流域遺跡においても襖の出土は全くなく、非

常に特徴的な出土状況である。このような状況を示す本遺跡は遺跡分類上日類に相当し、

居住迫跡ではなく、それ以外の作業場等としての役割が大きかったと恩われる。すなわち、

本遺跡では片岩Aの獲得と剰片剥離作業を中心とした石器製作のための作業場としての役

割を担っていたのではないかと考えられる.しかしながら、 一般的な石器製作祉や原産地

遺跡と比較すると、非常に小規模なうえに他の産地石材が多積出土し、製品も l割程度は

出土している。ただし、他石材の礁は大型のものは持ち込まれていない。これらのことか

ら、特定石材を椛通させるための専門の作業場というわけではなく、どちらかというと片

岩Aを利用しようとする人々がその時々の必要量を獲特するために利用し、作業のついで

に他の石材も持ち込むような性格の作業場と考えた方が良いかもしれない。

(3 )石材利用と流通田様相

I期の各迦跡においては、概ね特定石器に特定石材が用いられる傾向がある.剥片石器

には遠距離石材を主に用い、まれに中距離石材であるチャートが用いられる.磨製石器に

は、蛇紋岩と中距離石材が主に用いられ、まれに近距離石材が用いられることもある.特

に蛇紋岩については、ほぽ磨製石持に用いられるうえに各遺跡に対し同様に製品でのみ縄

入されており、その特殊性が際立っている。打製石器には圭に近距離石材が用いられ、原

石利用石器には近距離石材の中でも門様である安山岩Cがほぼ用いられる.また、砥石に

対する郡岩利用の意織は高く、砥石自体の出土量は少ないながらもその利用石材はすべて

砂岩である.これらは、石器器種の機能と各石材の性質を踏まえて考えると当然の結巣で

はある.しかし、遠距離石材と製品状態で悔入される蛇紋岩等の石材以外の石材利用とそ

の搬入状況については、遺跡立地と在地産石材産地の位置関係に左右されており、各遺跡

において統一性が認められない.すなわち、財のレベルによって石材が使い分けられるわ

けではなく、その入手も個々の遺跡によって個別に行われているものと考えられる。

i )片岩A

各遺跡によって個々に石材採取と利用を行っていたことを示す例として挙げられる特徴

的な現象が、菊池川流域遺跡における片岩Aに対する利用である。片岩Aは菊池川流域遺

跡では近距離石材となるが、それらの泣跡では剥片石器から打製石器まで財のレベルに関

係なく幅広く用いられる.これは、片岩Aの薄く剥離しやすいとしづ石質によるところが

大きく、その性質を目的に多織に用いられているものと思拍れる.また、菊池川流域の城 ー

下原地跡は、石材原産地付近に立地しており 、片岩Aの擦が多く出土する。これは、白川

流域遺跡はもちろん、同じく菊池川流岐に立地している木柑子遭跡群でも見られない現象

である.城 ・下即、遺跡では住居祉が出土していないことから、居住を主目的としたA類遺

跡ではなく、作業遺跡である B類遺跡にあたる。すなわち、 B類遺跡では片岩Aの原石採

取が行われており、その剥片の量から見ても剥片剥離作業が行われていたと考えられ、居

住を示すA類遺跡では消費のみが行われており、作業地と消費地の機能分化が生じている。
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しかし一方で、そのような利用のしやすさにもかかわらず、片岩Aは菊池川流域遺跡以

外ではそれほど積極的に利用されていない。菊池川流棋辿跡において片岩Aが用いられる

打製石斧の製作には、白川統域遺跡では在地産の安山岩が用いられることが多い。すなわ

ち、 l期においては利便性の高い石材を効率的に利用しようとすることはなく、各地域で

得られる石材でまかなっており、相対的に遺跡聞における密接な関わりは存在しなかった

ものと思われる"このことから、中九州地域において産出される他石材についても遺跡聞

での交換等による入手は行われず、近距離石材と問機に必要に応じて直接的な入手を行っ

ていたものと考えられる。

ii )黒曜石A

各遺跡によって個々に必要に応じた石材採取と利用が行われているが、各遺跡内におい

ては広域流通石材である謀略石A、安山岩Fが出上している。黒磁石Aについて見れば、

白川流域遺跡においては製品の利用のみが見られるものの、菊池川流域の木柑子東山ノ上

遺跡においては剥片の大量出土とともに石該の出土も見られる。前章で述べた鈴桶技法の

石材流通を例にすると、原産地から離れた地成でこのような大量保有遺跡が存在する場合、

そこを中心地として再分配が行われていたと考えられる.すなわち、木柑子東山ノ上遺跡

がそのような中心地遺跡であったと推測されるが、同様に白川および井芹川に近い立地で

ある太郎迫遺跡においても、鈴桶技法による石器群の他に多量の黒曜石Aを用いた石器が

出土することを確認している.このことから、県暇石Aに対しては河川ごとあるいは 定

の範囲にこのような中心地遺跡が存在しており、周辺遺跡に対し剥片を搬出するような統

過がそれそ.れにあったとも考えられる.また、中心地遺跡と考えられる木柑子東山ノ上泣

跡は、遺跡群全体でもA2類遺跡にしかなりえず、 Al遺跡である六地蔵遺跡においては

石骸や剥片の大量出土が見られない.このことから、中心地遺跡はAl類遺跡のように大

規模集落である必要性はなく、また片岩Aにおける B類遺跡のように機能分化が生じてい

るわけでもない.

以 l二のように、 l期には財の広域流通に伴う必要最低限の遺跡問の関わりはあっても、

より狭い範囲の地撤的な闘係性はあまり強いものではなく、各遺跡は個々に独立したもの

であったと考えられる。また遺跡類型とその石材利用からは‘居住地と作業地の区別はさ

れていたものの、集落選跡の規模によって機能が定められるような流通は行われていなか

ったと考えられる。

2. n期

(1)白川流雛

けよ南部遺跡(去 12)

①石材利用(図 27)

上南部遺跡では、全時期を通して最も多くの石棋が出土しており、石材、総種ともに盛

笛な遺跡である。AlI冨の大規模集落遺跡に相当し、本遺跡における石材利用の様相が 日

期に噌加するこのタイプの遺跡の特徴として示される。

本遺跡では、前時期まで認められなかった特殊石器 ・玉郡出土する。特砕石器は、異形

石器といつべき用注不明のもので、遠距離石材である安山岩Fを用いて製作されている。
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玉に関しては製品、来製品、剥片.艇が出土しており、用いられている石材は分類で玉石

材とした「宮クロム白雲母岩」である。!/JI片石器は、 8割以上が遠距離石材を用いて製作

されており、特に加工使用剥片以外の剥片石器はほぼ遠距離石材が用いられたものであ

る。遠距離石材は安山岩F、県礎石A-Bが用いられるが‘最も多く用いられるのは安山

岩Fであり、次いで黒曜石A、県雌石Bの順となっている. しかし、黒曜石日は他2石材

と比べるとそれほど用いられない。

謄製石器には様々な石材が用いられ、石材産地の距離に関わらず利用されているようで

ある。しかし、その中でも剥片石鵠に用いられる遠距離石材が用いられることはなく、ま

た総体的な他分類石材の利用割合と単独石材として分類している蛇紋岩がほぼ同様の割合

で用いられている。蛇紋岩の利用は磨製石器のみに集中しており、非常に目的的な石材利

用が行われている。また、蛇紋岩と比較すると少ないながらも、砂岩Dの磨製石斧を中心

とした磨製石器への利用も特徴的である.

打製石器には5劃以上の割合で近距離石材が用いられ、それとともに片岩Aを中心とし

た中距離石材と安山岩Eが用いられる。多くは近距離石材でまかなわれているが、片岩A

と安山岩Eにおける特定石材の多用は特徴的である。特に、打製石斧についてはその傾向

が顕著であり、前時期には見られなかった他流域産石材を積極的かっ目的的に用いる行為

が見られるようになっている.安山岩Eについても前時期より利用が極端に増加しており、

二子山町判製石器製作祉との関連がうかがえる。

L~t石利用石爆については、ほぽ近距隣石材である安山岩Cが用いられており、わずかに

中距離石材である砂岩が用いられる。玉素材・来製品が出土している関係からか砥石の出

土が多く、この砥石に関してはほぼ中距離石材である砂岩が用いられるという特徴が見ら

れる.中でも砂岩Cの利用が多く、この石材を特に目的的に用いていたものと思われる。

すなわち、砂岩は砥石に用いるために入手され、その中から砥沼に用いられなかったわず

かな余剰の石材を磨石等の他石器に転用していた可能性が商い。

②石材搬入状況(図 28)

遠距離石材は製品に多く用いられているが、各石材全体に占める申告は剥片が極端に多

く、石桜も多く出土している.製品に対する剥片 ・石核の割合をそれぞれに比較してみる

と、黒曜石A-Bよりも安山岩Fは製品の割合が高〈、反対に石核においては非常に低い

割合を示す.すなわち、黒崎石A-Bは石核の状態で搬入が行われ、遺跡内において剥片

剥離が行われたが、安山岩Fについてはほぼ剥片の状態での搬入であったものと考えられ

る。これは、黒曜石A-Bにおいては少量ではあるが剥片剥離時の調整事l片が出土してい

ること、また県繍石Aについては全く手が加えられていないほぽ全面が自然面に離われた

原石が出土していることからも明らかである。 しかし、県限石Bについては黒陥石Aと比

較すると全体的な出土盆がf少なく、剥片剥離の規模も小さいものであったと思われる。ま

た、各石材ともに製品に対する剥片の割合が非甫に高く、自家消費をはるかに超えるほど

の誌が出土している.このことから、それらの剥片が他遺跡への倣出品であったと考えら

れ.その場合上南部遺跡は遠距離石材が流通「るための拠点となるような泣跡、すなわち

中心地位跡であった可能性が高い.黒曜石Aについては剥片生産遺跡としての役割を担っ

ていたとも考えられる.
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中距離石材については、y，-岩と砂岩でその悔入形態が異なる.片岩、特にJi岩Aは多く

製品に用いられているが、その出土状況はほぼ製品と剥片である.礁の出土はあるものの、

その多くは破片といえるような小型のものであり、遺跡内において剥片剥離が行われたと

は考えられない.また、同様にチャートもほぼ剥片が出土しており、石核のような礁が出

土しているものの l点のみであることから剥片状態での権入であると思われる.一方砂岩

に|描しては、出土の多くが畷の状態であり、片岩とは対限的である.すなわち、剥片を素

材とする石器石材に対しては調l片の状簡で、離を素材とする石器石材に対しては磁の状態

で級入を行っており、利用目的に治った効率的な級入を行っているのである.これと対照

的な織入を行っているのが、近距離石材である。近距離石材は、安山岩Cに対してその利

用石梼の形態から傑状態での縄入が多いことは当然であるが、 "'1片を素材として用いる安

山岩A 'B'Dにおいては礁と剥片の出土があり、遺跡内において礁からの加工を行って

いた可能性が高い。すなわち、他地域の石材を積極的に利用するにあたって、中距離石材

については効率的な入手を行っているが、遺跡に近い場所で入手が可能である石材の入手

についてはそれほど気が使われていなかったと考えられる。

蛇紋岩については、上述したように磨製石器専用石材であったと考えてよいであろうが、

その出土状況は主に製品である。少量の剥片と穣が出土しているが、石器製作に関するよ

うなものではなく、どちらかというと製品から剥雌した破片のようなものである.このこ

とから、蛇紋岩は磨製石器の完成品の形態で持ち込まれていたことが推測される。また、

問機の状況が砂岩Dにも認められることから、この石材も製品状態での縄入があった可能

性が高い。安山岩Eの石材利用は、打製石#のみに偏っているわけではないものの、打製

石斧の出土が纏端に多い。また、その出土はほぼ製品の状態であることから、製品が搬入

されていた可能性が高〈、 二子山打製石器製作祉との関連があったと考えてよい。

また、本遺跡からは緑色の玉石材が用いられた玉とその来製品、素材となった剥片、原

石が出土している.さらに、掠切技法によって紫材剰片を切り出した痕跡を残す資料も出

土している(図 20)ことから、確実に原石段階からの王製作が行われていたと判断できる。

分析対象とした追跡の中で玉やその素材剥片が出土する遺跡は他にも存在するものの、こ

のように原石から玉製作を行った痕跡が認められる遺跡は存在せず、他石材の出土jJtや鼎

曜石Aの剥片生産とともに特殊性が示されている.同様に玉石材の原石が出土する泣跡と

して、菊池郡大津町に立地するワクド石遺跡が挙げられる。ワクド石遺跡はA1類の大規

模集落遺跡であり、多量の黒曜石Aの石核出土も児られ、石材利用とその級入状況が上南

部遺跡と，1常に似通っていることから、同様の性格を有した遺跡であったと考えられる.

jj )乾原遺跡(表 13)

①石材利用(図 27)

乾原遺跡においては、全資料を実見することができなかったため資料数は少なく、また

偏っている。よって、ここでも報告脅掲載資料を参考に分析を行っていきたい。

実見資料中に特殊石端 ・玉類は見られなかったが、報告書によると 「ヒスイ j 製の管王

1点、穿孔途中の未製品 i点、円盤状の小型石製品が 1点出土しているようである.この

ヒスイとされる石材が、合クロム白雲母岩であるかは不明であるが、緑色を呈しているた

めその可能性が残る.剥H石器は、実見賢料中には近距離石材を用いた加工剥片、使用事l
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片のみが見られたが、報告書によると石鎌 14点、石匙 1点、加工 ・使用剥片 31点、その

他 l点の出土があるようである。これらに用いられている石材は、確認しうる限り黒曜石

Aと安山岩Fがほとんどのようである。

鹿製石器には片岩Dと蛇紋岩が用いられる。また、実見資料以外にも陪製石斧 18点、

その他l宮製石器5点が出土している。この中で、片岩A2点、蛇紋岩2点の利用が碑認で

きたことから、特定石材利用の傾向は上南部遺跡とほぼ同様であると考えられる。打製石

器については、近距離石材と中距雌石材であるJt岩Aが用いられる.報告書によると、打

製石斧 21点、円錐状石器4点の出土があるようだが、確認できた利用石材は実見資料と

問機の傾向であった.原石利用石掃にはほぼ近距離石材である安山岩Cが用いられ、わず

かに砂岩B.Cが用いられる。また砥沼が出土しており、それに用いられるのは砂岩Cと

安山岩Cである。報告書によると、磨石類 99点、石皿類9点、石錘 l点、砥石2点の出

土があるようであるが.確官、できる範聞では安山岩Cと砂岩が用いられており、原石利用

石器全体において同様の傾向である。

上南部遺跡のような多様な石材利用はないものの、同様の石材利用傾向である。しかし、

上南部遺跡とは異なり、安山岩 Eの利用はほとんどなく、 二干山産打製石斧の流通には関

わっていないものと思われる。

②石材織入状況(図28)

遠距雌石材は、多くが製品状態での出土であり、際 ・石核、.，1片の出土はごくわずかで

ある。拠地石Aについては、石核の山上はあるもののその大きさは小型で出土量もうかなu、。

よって、積極的に剥片剥離作業が行われていないものと思われる。すなわち、遠距離石材

は主に製品状態での搬入が考えられる.中距離石材は、全体的に利用量が少ないうえに様、

剥片の出土があまりないことから、遠距離石材と閉じく製品状態での阪入が考えられる。

反対に、近距雌石材は際、剥片の出土が他石材と比較して多く、務状態で石材が搬入され

多少なりとも石2器製作が行われていた可能性が高い。

蛇紋岩、砂岩Dはほぼ製品状態での出土であるため、製品のみの館入が行われていたと

考えられる。この点、に闘しては、上南部辿跡と同様の機相を呈している.また、報告書に

よると玉未製品が出土しており、それに加えて細い構を有する砥石が出土していることか

ら、玉の製作が行われていたと考えられるが、来製品は存在していても紫材と恩われる原

石等が出土していないことから、ある程度の加工が施されt段階で搬入された可能性が高

い.このような石材搬入形態は、上南部遺跡とは全く異なっておワ、遺跡聞におけるI岨順

性の存在をうかがわせている.

(2)菊池川流峨

i )三万田遺跡(表 L4)

①石材利用(図 27)

三万国遺跡からは、王素材1点と同石材による剥片が出土しており‘これは大坪氏によ

って岩タロム白雲母岩であると同定された。剥片石器にはほぼ遠距離石材が用いられてお

り、特に黒曜石Aと安山岩Fが用いられる.安山岩Fがやや多く用いられるが、それほど

差異は見られない。県曜石Bが用いられるのは、ごくわずかである.磨製石器には‘距離
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に関わらず近距離石材と中距隙石材が用いられるが、その中でも上南部遺跡と同様に半数

近くが蛇紋岩によって構成されており、またその利用は磨製石器に集中している。

打2盤石斧には、近距隊石材が6割以上の骨告で用いられ、その中でも特に片岩Aの利用

が多いe 前時期と問機に、菊池川流域遺跡においては積極的な住地産石材利用が行われて

いる。 それに加え、安山活Eの利用が極端に~JJO しており、二子山産打製石#流通との関

連がうかがわれる.原石利用石器は、砥石以外の石器にはほぼ全て近距離石初である安山

岩Cが用いられており、砥石に用いられる砂岩Cの特殊性が際立っている.

②石材搬入状況(図 28)

遠距離石材は、軍事 ・石核、剥片、製品が出土しているが、上南部遺跡と比較すると製品

に対する礎石核、剥片の拘l合が非常に低い.すなわち、様や石核の状簡での織入が行わ

れているものの、上南部遺跡のように剥片剥離作業を重点的に行っているわけではな〈、

主に使用に対する比串が高いようである.中距離石材については.ほぽ剥)，または製品の

状態で出土しており、療での出土はほとんどない.近距離石材は、安山岩については際状

態での出土も多いが、最も多く用いられる片岩Aについては在地産石材であるにもかかわ

らず艇の出土がほとんどなく、剥片または製品の状態での出土がほとんどである.すなわ

ち、片岩Aは原産地との距離にかかわらずどの遺跡においても剥片搬入が行われていたも

のと考えられ、石材採取地付近に剥片剥離{牛業を行う揚が存在している可能性が商い.

蛇紋岩、砂岩Dは膳製石器を中心に用いられているが、破片程度の大吉さの事l片が出土

する以外は企:て興品である.また、同織に安山治Eについても主に打製石器に用いられる

が.そのほとんどは胆品または製品に近い未製，¥1，で、素材となる軍事は存在せず、剥片も小

型のものが少量出土するのみである。これは上南部遺跡と同僚の状況であり、安山岩Eに

ついては製品のみが流通していた可能性が高い.

ii )梅迫遺跡(表 15)

①右材利用(図 27)

梅迫遺跡の般相は、他遺跡と大きく異なる.特殊石総 ・玉については.純文時代のもの

と思われるものは出土していない.$<1片石器は、ほぽ遠距傑石材のみの利用であり、特に

黒細石Aが7W>I以上の割合を占めている.しかも定形の石器に用いられるものは世なく、

その多くが加工を施さないまま使用する使用剥片として用いられる.このことから、遠距

離石材を用いる機会が5少なく、使用の際もそれほど加工を施さないことが多かったと考え

られる。

磨製石器には、近距雌石材である安山岩B ・片岩A、中le餓石材である砂岩D、蛇紋岩

が用いられるが、半分ほどの割合で蛇紋岩が1Mいられている.砂岩D、蛇紋岩の利用は磨

製石器に集中しており、出土状況もほぼ製品であるため製品阪入が行われていたものと考

えられる.また、梅迫遺跡からは城 下原遺跡からも出土していた緑色の変はんれい岩田

礎が多く出土している.その他の石材としている中町礁62点中 45点がこの石材であるが、

これを用いた製品は出土しておらず、他遺跡においても出土していない.用途は不明であ

るが、緑色の蛇紋治と且た目が似ていることと、害遺跡から蛇紋岩が製品でしか出土しな

いことから、蛇紋岩製隣製石器がgllの場所で専門的に生産され、何らかのプランド志向が
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存在していたのであれば、よく似た石材を近場に求めたことも考えられる。

打製石器には全て近距離石材が用いられており、そのほとんどに片岩Aが用いられる。

特に、打製石斧には片岩Aのみが用いられており、同じ菊池川流域遺跡である三万岡遺跡

と比較してもそちらでは片岩Aのみを用いるようなことはなく、その利用状況は特徴的で

ある。また、上南部遺跡や三万田遺跡では多量に出土していた安山岩Eを用いた打製石器

が全く出土しておらず、この点でも他遺跡と比較した際の特殊性が顕著である。

原石利用石掃には、ほぽ近距離石材である安山岩Cが用いられ、他にはそか量の砂岩が用

b、られているが、ここで着目すべきは片岩Aosがこの石器群に用いられていることであ

る。上述したように、片岩は層理によって剥離しやすく、剥片石器や扇平な打製石様、磨

製石器を製作する際には非常に加工が容易な石材である半面、打撃に弱く割れやすいため

磨石類のような用途には適していない。石材原産地に近いからこその利用状況であると推

測できるものの、 三万田遺跡でもこのような利用はされていない。すなわち、梅迫遺跡で

は片岩Aに対しどの遺跡よりも豊富な入手が行われていたと考えられる.また、砥石につ

いては出土量が多く利用石材も嫌々であるが、主に砂岩、特に砂岩Cが用いられることが

多く 、他遺跡と同様の傾向が見られる。

②石材搬入状況(図 28)

遠距離石材は、 三万田遺跡より多くの石核が出土していることから、遺跡内における剥

片剥離作業が行われていたものと忠われる。しかし、全体的に石核平剥片の大きさがそれ

ほど大きいものではないヨえに、その使用にあたっては上述したように粗雑さが認められ

ることから、自家消費に対する手間がかけられておらず、むしろ他遺跡に縄出するために

剥片剥離が行われている可能性が高い。中距雛石材については、砂岩以外に対する積極的

な利用が見られず、それらが製品か礁の状態で出土していることから、砥石としての利用

を前提として目的的に倣入されていたと考えられる。

近距離石材は、安山岩Bにおいて多量の礁が出土しているが、その中には細かい際が混

入する磯岩に近いようなものも含めており、それらは製品に用いられていないことから実

際の石器製作に対する利用はなかったものと考えられる。これを踏まえて考えると、上述

したように片岩Aの礁の出土量が極端に多く、しかも民主石類に利用できそうな大型の雛も

出土している点で梅迫遺跡の特異性が際立って示されている。また、事l片の出土量も非常

に多く、同じく出土量の多かった上南部遺跡と比較しても 4倍以上である。 しかも、 上南

部遺跡においては剥片に対する製品の量がその半数ほどであったが、梅迫遺跡においては

1割にも満たない.寸なわち、遺跡内における自家消費量をはるかに上回っており、他遺

跡へ阪出を想定Lた剥片生産を行っていると考えられる。

当遺跡は、弥生時代との複合遺跡であり、縄文時代には住居祉をはじめ遺構がほとんど

検出されないが、弥生時代には住居祉が形成されるようになり.多様な遺構も出土するよ

うになる。また、本分析では弥生時代遺構出土資料とともに大量に除外したが、 H岩Aを

用いた磨製石鍛とその来製品がまとまって出土する。このことから、梅迫遺跡は抗生時代

には居住を伴う磨製石敏生産遺跡であったとされている何珂山口編 2004)。しかし、脂製石

蝶に用いるには大きすぎる剥片や縄文時代に盛行する扇平打製石斧も多く出土しているこ

とから、栴迫遺跡は純文時代には居住は行われなかったものの、片岩Aを用いた打製石斧
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製作を意図した剥片生産と、他遺跡への搬出のための作業場であった可能性が高い。また、

当遺跡からは安山岩Eが全く出土しないことから、片岩Aの剥片生産悔出と二子山産打

製石採の流通には直接的な関係はなく、両遺跡は各々の石材における作業場として献立L

ていたと考えられる。

(3 )その他流峨

i )島崎遺跡(表 16)

①石材利用(図 27)

島崎追跡からは特妹石器 ・玉は出土していないが、 l点のみ緑色の不明石材による小型

剥片が出土しており、玉素材の可能性がある。剥片石器にはほぼ遠距離石材が用いられて

おり、その中でも主に蕪磁石Aが用いられる比率が高く、出土量も多い。安山岩F、黒暇

石Bの利用はほとんどなく、安山岩Dやチャー卜に見られるわずかな利用とほぼ同様の利

用状況である.すなわち、剥片石器に用いられる石材の比串が黒曜石Aに大いに偏ってい

る状況が示されている。

磨製石器には近距離石材である安山岩Bも用いられるが、ほとんどは片岩D、蛇紋岩が

用いられている。打製石器には、中距離石材である片岩Aが少量用いられる以外は、全て

近距離石材である安山岩A.Bによって占められている.同時期!とおいて、遺跡と原産地

の距離に関係なく積極的に用いられている片岩Aはあまり用いられておらず、剥片等の出

土もない。また、安山岩E製の石棋は全く出土しておらず、 二子山産打製石斧の流通との

関わりがうかがえなし、。原石利用石器には他遺跡と同様に安山岩C、砂岩が用いられる。

砥石は少量出土し、砂岩Bと近距離石材である安山岩Aが用いられている。しかし、原石

利用石器に用いられる石材自体の出土量が世なく、他遺跡で多量に出土Lていた安山岩c
の艇すら出土しない。

全体的に、黒曜石Aに対する利用比率が非常に高い。また遺跡内において遺構部事〈検

出されている割には住居祉が出土していないという点からも、むしろ黒曜石Aを中心とし

た石器製作 ・事l片生産遺跡であった可能性が高い。

②右材織入状況(図 29)

遠距離石材は上述したように黒随石Aの比率が高い。出土状況を見てみても、他石材は

製品、剥片がわずかな量出土しているのみであるのと比ベて、石核 礎、剥片の出土量が

非常に多い。すなわち、この点から島崎遺跡では黒曜石Aに対する偏向的な石材利用と剥

片剥離作業が行われていたと考えられる.この傾向は、他石材が製品やごくわずかの剥片

によって構成されている中で非常に際立つている。しかし、黒暇石Aの石核は小型のもの

が多く、上南部遺跡から出土している増大の未使用の原石が出土することもないことから、

上南部遺跡のような大規模生産は行っていなかったと考えられる.

ii )ニの峠遺跡(表 17)

①石材利用(図 27)

この峠遺跡は、石器出土量が特に少ない.特殊石棺・王は出土しな1，.¥ ;.'#J片石器には他

遺跡と同様にほぼ遠距離石材であ.る黒曜石A、安山岩Fが用いられ.両者の利用比率は同
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様である.他には近距晴t石材であるチャートと中距離石材である安山岩Dが用いられる。

府製石器には近距離石材である片岩C、砂岩Dが用いられる。砂岩Dについては他泣跡と

同様の石材利用が行われているが、本遺跡では同様に磨製石斧に集中して用いられる蛇紋

岩のtlj士はない.打製石器には、出土量の半数以上に安山岩Eが用いられており、 二子山

産打製石総の流通との関連性がうかがえる。その他に安山岩B、片岩A、砂岩Dが用いら

れるが、それぞれごく少量である。原石利用石器にはほぼ近距隙石材である砂岩が用いら

れており、産地と遺跡立地の関係のためか他流域遺跡において多用される安山岩Cは用い

られていない。また、全対訟遺跡において石英が目的的に用いられることはないが、本遺

跡では唯一 1点のみ膳石として石英の円際が用いられている。これらのことから、原石利

用石器に対してはごく近距雌で産出される石材のみを用いることが分かり、各遺跡で砥石

として利用される砂岩が、いかに目的的な利用が行われていたものであったのかというこ

とが理解される。

②石材搬入状況{図 29)

二の峠遺跡においては、原産地との距隙にかかわらず全ての石材が製品状態でしか出土

しない。剥片の出土も黒曜石Aにしか認められず、礎の出土も砂岩Bのみであり、それら

の出土並もごくわずかである。このことから、原石利用石器以外のほぼ全ての石器が製品

状態で搬入されていると考えられる。{主鰐祉が出土する居住遺跡において、このような状

況は前時期にも同時期にも見られず、非常に特徴的である.

iii)鳥井原遺跡(表 18)

①右材利用(図 27)

鳥井原遺跡より出土した石器は非常に少量で、これは調査区面積の狭さが影響している

とも考えられるが、土器の出土量と比較「るとやはりtかないと思われる.また、報告によ

ると、士誌の散布状況も住居祉が検出される遺跡とは異なっていることから、祭把場か季

節的な作業場町可能性が考えられている(古田編 1987)。しかし、石器も古め祭和的遺物が

出土していないことからも後者の可能性が高いという。

特殊石器 ・玉として、来実見資料ではあるが縁色町玉製品ポ 1点出土している。報告書

には角閃岩と記載してあるが、本稿における玉石材である可能性もある。剥片石器には、

他遺跡と同様に遠距隊石材である鼎曜石A、安山岩Fが用いられているが、その出土量は

少ない。踏製石器には砂岩B.D、蛇紋岩が用いられている。打製石器の出土最も不明石

材を合わせても2点と少ないが、用いられている石材は安山岩Eであることから、 二子山

産打製石斧の流通との関連がうかがわれる。原石利用石擦は出土しておらず、利用が全〈

なかったのかも合的、石材利用状況が不明である。

②石材搬入状況(図 29)

全体的に、製品として利用されている石材は製品状態での出土が多く、 その形態での阪

入が考えられる。黒日高石A'Bについては、剥l片の出土があるもののその量;はわずかに1

点ずつであり、剥片状態で搬入されていたものはほとんどなかった と考えられる. 製l~l と

しての利用がない右材については際が出土しているが、際から剥出され棄材となったであ
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ろう剥片の出土がほとんどなく、その利用状況が推定できない。

(4)石材流通と流通の織相

日J卯土、前時期と異なり財のレベルに対する石材利用に対し、河川流域を越えて統一感

が示されるようになる。剥片石器には遠距離石材、府製石器に蛇紋岩、砂岩D、中 近距

雌石材、原石利用石器に近距離石材、主に安山岩Cが用いられるのは変わらないが、玉石

材を用いた玉の出土量の増加、打製石#号に対する在地産安山岩、片岩A、安山岩Eの多岐

な利用といった新たな綴相が示される。

廃製石器に用いられる蛇紋岩と砂岩Dは、その流通量が拡大するが、前時JlJIと同織に製

品状態で各泣跡に流通している。同様の流通形態は安山岩Eにも見られる。安山岩EはI

期においても罷められるものの、その出土量は日期と比較するときわめて少ない。すなわ

ち、 I期には個別採取が行われてい士が、 E期になって二子山産打製石器の流通が出現し、

その流通システムが蛇紋岩等と同様の一元的なものであったことが示されている.また、

原石利用石器に多用される安山岩Cは、遺跡立地流域河川の河原にて直接採取されたもの

であろう.このように、 二子山産打製石器流通における差異は存在するものの、基本的に

前時期と差異の見られない石材流通が示される中にあって、剥片石器に用いられる黒崎石

Aと打製石器に用いられる片岩A、玉石材については前時期との差異が明確に示される。

i )片岩A

この時期に増加昔る Al顕の大規犠集落遺跡のlつであるよ南部遺跡からは量、種類と

もに石材原産地の距離に関係なく豊富な石材が出土しており、これが他遺跡と比較しても

非常に突出したものであることから、多くの石材がこの遺跡に意図的に集められたもので

あると判断できる。特に、前時期には上南部遺跡の立地「る白川流域遺跡では見られなか

った片岩Aの利用が、この時期になると積極的に見られるようになる。しかも、上南部遺

跡では片岩Aが剥片、製品の状態でのみ出土している犠相が見られるが、原産地である鏑

池川流域遺跡の梅迫遺跡では、原石と剥片の大量出土が見られる。このことから、おそら

く菊池川流域遺跡で剥出された剥片が白川流峨の遺跡に搬出されたものと考えられる。す

なわち、前時期に見られなかった石材利用の様相から何川流域を越えた遺跡聞の密接な朗

係性が生じていることを理解することができる。

また、梅迫遺跡と問機に菊池川流域遺跡である三万国遺跡においては、榛状態の片岩A

が出土しておらず、剥片、製品によって構成されているe この場合、前時期の城 下原遺

跡と同様の立地と遺跡類型である梅迫遺跡で剥片剥出作業が行われ、それらがA3類の集

落遺跡である三万岡遺跡に拠出されているものと考えられる。すなわち、片岩Aに関して

は遺跡煩型によって明僻な機能分化が生じているうえに、その流通範囲が拡大しているの

である。

ii )黒曙石A

黒曜石Aについて見てみると、上南部遺跡における原石、石館、調l片の多量なtH土状況

から、遺跡内における剥片生産が行われてb、ることが分かる。ここで.-'二南部遺跡以外の

遺跡における黒昭石Aの出 1:状況を凡てみると、 ヒ南部遺跡には及ばないものの剥片剥隣
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作業を行っている遺跡、剥片と製品が出土するおそらく製品加工作業は行われている泣跡、

製品のみが出土する消費段階の遺跡が存在する.剥l片剥自主作業が行われている遺跡はある

ものの、出土量、原石の存在から考えると上南部遺跡の特殊性が際立っている.すなわち、

上南部遺跡から搬出された原石 石肢を利用して剥片剥離作業を行う遺跡、事l片が悌出さ

れて製品加工と使用を行う遺跡、加工された製品が瓶入され使用のみを行う遺跡がそれぞ

れ存在したということである。個々の遺跡の直接的な関係を示すことは不可能であるが、

遺跡立地との関係を見てみると、菊池川流域には剥片剥雌作業を行っている悔迫遺跡(B

類)と剥片を瓶入している三万悶遺跡(A3額)が存在しており、白川流域内や緑川流域には

製品の利用のみが行われた乾原泣跡(A3船、鳥井原遺跡(c船、 この峠遺跡(A3類}が存

在している.すなわち、河川流域によって異なった性質の石器生産 ・消費段階の泣跡が存

在しており 、前時期に見られたような個別の流域内における広域石材流通の完結状況がよ

り大規模に位大しているのである。

また、 I期にはA1類以外のA類遺跡が中心地辿跡としての役割を有していたが、 E期

ではAl類泣跡と B類の遺跡でのみ剥片剥離作業を伴う大量保有が見られる.その中でも、

原石保有を示すのはAl類遺跡のみである。すなわち、 Al類遺跡が中心地遺跡となって、

他A類遺跡に剥片を悔出し、日類遺跡に際 ・石核状態の石材を阪出していたものと思われ

る。また、 Al類遺跡では自家消費用の製品が多数出土している.一方、 B類遺跡では剥

片剥離作業が中心に行われるが、使用を行うことはほとんどなく、作業遺跡としての機能

のみを有していたと考えられる。このことから、 J j明には片岩Aに対してのみ遺跡の機能

分化前生じていたが、 E期では中心地遺跡をも古みJDlに発過した遺跡の機能分化が生じて

いるのである.

iii)玉石材

日期になると、玉石材の利用が活発化する。県日曜石Aにおいて中心地遺跡であった t南

部遺跡では、この石材の原右、剥丹生産の痕跡を有する加工様、素材剥片、来製品、製品

と多織な状態での出土が見られる。すなわち、上南部泣跡では原石段階からの玉製作が行

われている。一方、他遺跡においては紫材剥片、未製品、製品の出土は見られるものの、

上南部遺跡のように原石や剥片生産の痕跡を示す加工藤が出土する状況は見られない。こ

のことから、玉石材の原産地からAl類遺跡である上南部遺跡へ原石徹入が行われ、そこ

で加工された素材・未製品、製品が他のA類遺跡へ搬出されていたと考えられる.この場

合 来製品の加工はともかく、原石から素材を切り出す作業が行われdるのはA 1額遺跡の

みでありi旬、 日類遺跡ではこの作業が行われない。よって、この石材に対してもAl類遺

跡のみに特徴的な遺跡の機能分化が生じている。

以上のように、 日期は JJl}Jと比較して石材利用に対する河川流域を越えた遺跡問の関係

性が密接なものh と変化する。また、より広範聞において遺跡類型に沿った遺跡の機能分

化が生じている。すなわち、 1 J明には炉TJIJ流域内で完結していた石材入手とその利用が.

全てのiI'f川流域遺肺集中園を含めた広範聞に拡大するようになるのである。

3. III期

(1)白川流媛
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i )扇田遺跡(表 19)

①石材利用(図3ω
扇凹遺跡では特殊石器 ・玉が出土しているが、内11時期までとは異なり安山岩Cや砂岩D

が用いられるようになる。用いられる石材がより近距f隣のものになっているが、この要因

が新たな部種が登場したことによるものなのか、目的的な石材利用が行われなくなったこ

とによるものなのかは不明である。

剥片石器にはほぼ述距隙石器が用いられ、 1 . II期と同様に県硝石A、安山岩Fが多用

される.膳製石器には安山岩A.日、砂岩D、蛇紋岩が用いられ、磨製石斧には砂岩口、

蛇紋岩が、局剖l師連製有斧には近距離石材である安山岩A.日が用いられるというように、

より石材選択の隔が狭まっている様相が認められる.打製石器のうち打製石斧の出土量は

本遺跡内の製品石器の中で最も多く、その石材には近距離石材である安山岩Bが最も多く

利用されている。後期後半に多量に用いられていた安山岩Eや片岩Aは、用いられてはい

るものの、安山岩Bと比較すると告量である。すなわち、山邦1になると 日期に見られた他

流域産石材の積極的な利用が行われなくなると考えられ、それに伴う遺跡聞の石材流通も

行われなくなると推測される。原石利用石器には主に安山岩Cが用いられ、わずかに砂岩

が用いられるという傾向は前時期と変わらず、また砥石に砂岩Cが主体的に用いられると

いう特定の石材利用も継続される。

②石材搬入状況(図 31)

遠距離石材は石骸 ー様、iR'l片、製品が出土しており、 迎跡内における剃片剥離作業が行

われていたと考えられる。 しかし、出土する石核 ・棋は I期に見られたような風化し丸み

を帯びた小型のものが多く、石核についてはその風化礁に対し 1度剥離を行った形跡が見

られるものがほぼ半数を占める‘僚に至つては、数点を除いてほぼ全点がそのような風化

礁であった。このような礁から多量の剥片を得ることは不可能であるため、事くの剥片は

すでに剥離が行われた状態で級入された可能性が高い.このような風化畷は I期にも見ら

れたものの、扇回遺跡のように大量に出土する例はなく、その位置付けは困難であるい」

しかし、 凹期になると北部九州地域において小型の傑や石核、剥片が流通するようになる

という事例も示されており(桶 1984、吉留 2004)、何らかの関連がうかがえる。

中距離石材については、上述したように片岩Aがそれほど用いられなくなるという状況

が示されているが、剥片と製品が出土することから剥片状態での加入であったと考えられ、

菊池川流域遺跡のあり方によっては直接的な関連があったことも考えられる。これについ

ては川辺西原遺跡的様相と合わせて考えてみたい.また、安山岩Eはほぼ製品状惣で鰍入

されているが、その置は前時期と比較すると極端に減少しており、晩期における二子山産

打製石器の流通がほぼ衰退していることが理解できる.また、本遺跡では天城式以降の土

器が出土していることから、安山岩Eはやや古い時期のものである可能性も高い.その

方で、砂岩Cに対する砥石としての続優的な利用は依然として認められることから、砂岩

に関しては遺跡聞の関わりに左右されず必要量の入手が行われていたと考えられる.

近距l雄石材は多く用いられる傾向にあるが、遺跡内における僚の出土はほぼなく、この

ことから石材の採取が可能な土地まで赴いて剥片剥離を行い、遺跡内に持ち帰っていた可

能性が高い。特定石器にのみ用いられている蛇紋岩、砂岩Dについては、前時期と問機に
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製品状態での出土であり、わずかに出土する剥片も製品が破損した際に生じるような小規l

片であることから、製品の縄入が行われていたと考えられる.

(2 )菊池川流域

i )川辺西原遺跡(表 20)

①右材利用(函 30)

川辺西原遺跡からは、特殊石器・ 玉は出土しない."'1片石器Irは全て黒曜石Aが用いら

れており、他石材は全く用いられなし、。さらに、黒明石Aについても定形の剥片石器は出

土せず、簡単な加工が施されるかもしくはそのまま用いられることから、剥片石器の利用

自体が少なかったものと思われる。脂製石器には片岩Cと蛇紋岩が用いられており、前時

期までこの地域で見られていた片岩Aや砂岩Dの利用はない。些富に入手できるはずの片

岩Aが用いられていないことから、磨製石様に対しては特定石材の利用により偏向してい

た可能性が高い。打製石器にはほぼ片岩Aが用いられており、近距離石材であっても安山

岩等の他石材は用いられない。すなわち、扇岡遺跡と問機に打製石器は近距離石材によっ

てまかなわれており、本遺跡では特に片岩Aのみを用いる傾向にある。原石利用石器は、

近距蛾石材である安山岩A 'C、片岩Aが用いられ、中距離石材である砂岩が用いられる

ことはまれである。前時期までと同様に、原産地に近いことから片岩Aの礁を麿石として

用いるといった特殊な利用状況もあり、依然として片岩Aの豊富な入手が可能であったこ

とを示している.

②右材搬入状況(図 31)

遠距離石材のうち安山岩F、照時品石Bについては、製品が出土せずわずかな剥片のみが

出土することから、細入自体がそれほどなく、あったとしても剥片状態での縄入であった

と思われる。そのような中で黒幅石Aのみが挫富な出土抵を示し、石骸や礎も出土するも

のの、それらは扇田遺跡から出土するような風化礁であったり、 2cmにも満たない小型

石核であるため実際に剥片剥離作業が行われていたとは考えにくい。すなわち、出土する

剥片の多くはその形態で搬入されたと考えられる。しかし、他石材よりは出土量が量豊富で

あるため、積極的に入手していた可能性は高い。

中距離石材は砂岩を中心にほぼ出土せず、利用自体が希樽である。近距離石材は安山岩

Cが磨石類に少量用いられる以外はほとんど出土しないが、片岩AはE章、事l片、製品が出

土している。しかし、前時期に見られるような多量な剥片生産の様相は見られず、むしろ

自家消費程度の利用であるように考えられる。これには、発掘調査区の荷積が狭いという

原因があるものの、出土量が減少 していることは確かであり、確実に前時期のような流域

を超えた規棋の片岩Aの積極的な利用と入手が行われなくなった結果であると挺えられる。

これは、扇田遺跡における片岩A利用の少なさからも裏付けられており、総じて旧期にお

ける遺跡問の関係性が希薄になっていることを示している。ただし、扇因遺跡の片岩Aの

出土状況から見て、希薄にはなったものの遺跡聞における石材を巡る関わりはわずかなり

とも残っていた可能性もある。または、川辺西原遺跡から遺構が全く検出されないことと、

その周辺に集落遺跡が存在しないことから考えて、本遺跡は片岩Aを入手するための作業

場であり、必要に応じて各流域地域の遺跡から直接入手のために人々が勧れていたとも考
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えられる。扇田遺跡における片岩Aの入手方法に疑問は残るが、前時期と比較して石材利

用における遺跡聞の関係が希薄になっていることは確かである。

しかし、このような中で依然として蛇紋岩製脂製石斧の製品徹入が認められることから、

この石材に関しては小地減内の石材流通に左右されず、前時期を通して個別の流通体系を

保持していたと考えられる.

(3 )石材利用と流通の様相

皿期においては、剥片石器には依然として遠距離石材を用いる傾向があるが、特殊石器・

玉、打製石器にはより近距離の石材が用いられるようになる.その一方で、陪製石斧には

I . II期と同様に蛇紋岩、砂岩Dが用いられ、それらが製品の形態で流通している.すな

わち、 I )明のように各遺跡によって個々に石材採取が行われており、 E期に大きく発逮L

た遺跡聞の何川流域遺跡集中国を越えるような密接な関係性が崩癒していることが示され

ている。また、遠距離石材である黒曜石Aの大量保有を行っている遺跡は、 A2・c類の

遺跡であり、 日期に見られたような特定類型遺跡に特定の役割が存在するという遺跡の機

能分化は生じていない。遺跡問の関係性が密接ではなかった l期においてすら、議磁石A

の流通に中心的に関わっていた遺跡はA類遺跡であった工とを考えれば、 国期はさらに流

通システムが衰退していることが分かる.

遺跡数の問題から具体的な搬相がはっきりしないものの、石材利用の状況から遺跡聞の

関係性の希薄化を認定することができる。しかし、これにはかえって遺跡数の滅世が強く

彫怨しているものと思われ、前述したように人々の地域外への拡散があったのかもしれな

い。しかしながら、 I弗lから皿期に至る石材利用を過して見ると、E揮lにおける河川統域

を越えた石材流通の様相は非常に特具な状況を示しており、遺跡分布や住居祉の大規模化

等の現保と合わせてやはり大きな変化月lであると捉えられる.では、この後期後半の具体

的な石材流通状況とそれに伴う遺跡問・集団聞の関係性とはrのようなものであったのだ

ろうか。次章で検討を加えたい。

註

(1)風化艇については、小畑弘己氏によって腰信産黒曜石でない可能性を指衡されており、その極相につ

いて述へるにはより実駆性の高い石材同定を行う必要があると考える.

(2)悔迫遣暗については弥生時代に帰属すると判断できる有線は可能な陣り分続対象から除外している.

しかし‘祢生時代における脂製石睦生産遺跡という性絡と磁石町出土量を考えると、その多くは弥生時

代に帰属するものぜある可能性もある.

(3)対象遣肺ではないが、上南部遺跡と同様の出土，tI(況を示す遺跡としてワタド石適時が挙げられる.ヮ

クド石遺跡では多量町原石が出上しており 素材剰片来製品、製品が出土し‘そのうえ上南部遺跡と

同織にAl甑遺僻に相当する.すなわち、玉石併における淀過において原不段階からの玉盤作が行われ

る遺跡はAI領遣酔に阻られていたt宥えられる.
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守表6 北久根山遺跡出土石器一覧

安山岩 燥岨二E 斤岩 砂岩
ート蛇附石英 |玉石材一“ 脅十

=冒す
1 A B 1 D 1 E F |その他 A B その他 A B ζ |その他 1 A I B lζ |その他 。

。
。

|右犠 4 1 5 

l 

o 。

同量豊 o 
3 3 

製 |脂製匂 。
石 +-- " 
得

醸号
。。

トー
l i 4 

o 
打 o 
!I 
石 o o 
Sき

匝需
。
。

10 10 

lzi|監 o 
2 。

岬t 。
o 

ι 
。

そ 3 6 " 3 29 

'" o 
自也

3 5 l l 9 i 57 

|その他 o 

2官L十 7 一12 1 18 

o 
4 o 1 1 1 o o II o 2 o o 0 113 
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表7 六地蔵遺跡出土石器一覧

安山岩 鳳岨~ n岩 砂岩
ヤ ト蛇紋砦 石英 1包"研 '十A Bζ  E I F lその他 A B |その他 A B ζ lその他 IA 18 1 c |その他 。

玉

島平
o 

頒

トー
。

4 4 9 
← ト→ o 

'同 |石匙 2 2 
片

石
。

It |碓 o 

l4 2 
l 

15 3 

ω 
。

'曜 |府関石 o 
石 ← o 
S量

附I~副E製拠布石石冊斧斧来製品

o 
トー

8 9 

+寸 。
行 円盤状石器 o 
'関 ト ←一 ←-
石

o 
It o 。

lm氏石右皿石 前台石

139 139 

o 。
ト o o 

|干宇
。
。

1，8 2 1 I 20 2 1 2 57 

ト
o 

】 365 

3750314 o 42 o 7 o 2 2 1 2 0 o 0 。o o 1 0 o o o o -6O 01 
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表 8 平原台遺跡出土石一覧

安山岩l F その他 A 鳳R岨石その他 A 
片岩 砂錯

I A ' B' C ' 0 その他 チャ
ト金E紋岩 石英 玉石材 易 、州 11 

14i  ~ 十
o 

玉 o 
期 十 ナ 。

1::>:空 o 
トー

i o 
.崎

|石平
。
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石
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十
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o 
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表g 木柑子下原遺跡出土石器 覧

安山岩
A 黒B曜R石 の他I AIB片岩C その削6 を岩。 |ぞの納 Iヤ トI蛇紋岩 石英玉有材その催 計

A B ， D 1 E 1 F 1その他

十 日玉

日空
十 1 1 ιー!額

トー
。

2 2 6 

o 
制 l石A 。
片. o 石
告審 1石S 。

i 2 4 

I ~;p 悶刷枠 。
庖 |醐き 2 4 

111 o 
石
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ト
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表10 ;!;柑子東山ノ上遺跡出土石器一貫

安山岩 1~曜石 片岩 砂岩
チ ャ ー ト 蛇 紋 岩 石 英 玉 石 材 その他 針

A B C 0 E F その飽 A 1 8Tその他 A B C Iその他 A B C ID その他

特殊<i総 ± L o 
玉
煩

王 o 
玉素材 o 
石樺 3 17 
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1 22 
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省
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事可 局師縦割有斧 o .. 

庖胆石.. • E 

打製<i斧

十
5 

十
7 『。

i'T胆石斧米国品
ーレ

o 
十

Ir 
円円盤盤状状石石器器米製品

。
製 + 
宥

T 
o 

iII 
+分鋼字形形石石器怨

o 
o 

打線石措 o 
m石 a宝石 27 28 

原有限 台石 l 
宥石

石睡 o a幕府j
m加工輔 o 

砥宥 o 
石被 2 l '1 i i 46 

聞製刷片 o 
ト 2

そ 33 l 46 7 104 17 164 16 2 34 12 l 1 2 11 2 <57 

" l 5 6 
他 2 3 5 2 l 10 1 3 27 

その他 o 
不明石器 o 

，十 37134151 8 I 115| 18 1259120 2 1 41 1 12 o 1 o 1 0 1 0 1 4 I 0 I 2 16 5 o I o 5 |633 

94 



表11 城下原遺跡出土石器一貫

A ' B l c'安B山岩E F' その鰍 A 黒曜石
片岩

R "砂岩n ..σ3納 ずャ ト蛇拙|石英玉石紛 '十

官 震若宮
一一---'- 11す

ト ← o 
|石儀

+ 
2 2 

。
|石匙" o 

片
石 o 
器 |石錐 ト

o 
2 4 4 10 

I有ωI'i 使園t限E鵬製期用 銅右本尚手御斧片手上*" 
4 4 

←一一 ト
o 

ト
o 
o 

務
l 

I :J~伺拝 15 1 16 

1 
打 。
'同 ← 
石 o 
¥11 ヨ布

ロ面

o 
7 8 

台石 。
トー一

2 

o 

司ii;f
T 

1 2 2 

4 
+ 

4 

ト←
o 

2 16 3 19 2 169 5 2 w 4 125 
寸 。

3 23 30 2 10 2 33 I 1 4 13 3 2 J:-' 17 15 179 

-3。。54 
ト → 

5 24 38 1 2 18 13 35 1 2 1221 22 I 15 3 2 。
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表12 上商都遺鯵出土石一覧

安山活 l 県咽石
A I B 片岩c'その他IA B 砂C場 D ヤ ト蛇紋岩i石英玉石材|そ曲 fI 

A E 

耳ffす

7 9 

」 4 4 

5 5 

石鎗
ト「一

8 11 I 3 2 5 30 

2 3 
制 石匙 5 

仁子片
右

l1li 石錐

2 10 3 2 46 13 6 l l l 2 l l 89 

le製石 |使醐陶田製畑用制時石岡崎斧蜘片5 コ

4 20 29 l 56 

3 20 4 3 6 11 12 5 10 25 2 56 6 163 

3 14 3 9 14 6 4 l 57 
ト

2 
総 両側京臨 3 4 3 9 4 21 

tI拠伺7f 1I岨 48 101 3 9 130 3 34 5 10 14 l 2 646 

9 2 3 i l 16 

tr 
総器来型品

32 19 7 19 9 4 9 3 15 
1<1 2 2 4 
石
l1li 1 i 4 

2 3 7 

4 l 1 7 

1270 l 1 2 I 9 283 
原 台右 6 3 z T 

寸 l

II 

1l1li利 21 3 26 

2 2 4 

市iiJ
3 II 21 32 2 71 

4 10 ト1 5 71 

8 

そ t片 1 80 291 90 31 396 1950 209 215 346 I 122 18 2 41 12 7< 15 19 3 3 3159 

の 手片 1 16 2 l 1 21 
他

30 86 593 28 l 6 10 5 4 46 58 1100 2 7 l 63 2 31 1081 
1，匹、仙 o 
国互主 1 2 

1231 2 452 35'l 196 1 18 60 103 1222 58 76 84 188 14 60 5987 
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表13 舵原遺跡出土石ー覧

| 醐石 | 片岩 i ト蛇紋結石英玉石材その他 fI 
A 61 C D E I F 他 A 6 他 A I 6 I c 他 AB  I c i 0 他 } ヤ

特殊石器曇 」 J (1) (1) 
玉

玉 (1) (1) 
鏑

五議制 (1) (1) 

石S儀 (1) (9) (4) (1.1) 

石織来製品 i o 

'‘ 
+ 

石匙 (1) (1) 
片 + 
石

石匙来製品 o 
lIt 石錐 。

加工剰片 2 l l (5) (4) 
(22) 4 (31) 

使用制片 一
m 関製石斧 」一 (2) (14) 3(18) 

増限 LIJ製石斧オミ製品 o 
石 んi御趨脚石斧 o 
lIt III出石器 (2) (3) (5) 

lT割石斧 3(4) 2(3) l 1(1) l (J 3) 8(21 ) 

打製石斧来製品 l o 
打 円盤状石器 2(1) (IJ (1) (1) 2(4) 
JI 

円!，Il状石器量来型品 o 6 
2曇 +字形石器 o 

分輔形石槍 o 
打製石鎌 o 
出石鉱石 62 (10) 5 2 (3) (86) 69(99) 

原 石凪台石 (2) (1) (6) 1(9) 
右右

石睡 (1) (1) 器利
同 I~工8! 一 o 

低省 1(1) 2 (1) 3 (2) 

石4実 (1) (!) 
+ ← ← 

そ 醐JI刺片
ト 十

。
の 制片 2 10 5 l 1 1 21 
他

砕片
ト o 

機 4 17 50 l l l l l l 79 

その他 o 
不明石器 。

118 
2 11 I ( ~ ) I 0 1(

2
4) 0 1'15 15 12 1(i) 

2 l 191 ，十
(4) I (4) (14) 

o i (2) 
o 

(152) (209) 

※()は報告寄掲載資料
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表14 三万図遺跡出土石器一貫

:主 理 子再 チャ ト蛇紋岩石英玉石材 ，十

玉 l特殊石場
←一ー

6 6 

筋 玉 o 
i l 

右舷 28 25 5 2 61 

I 伺七.生3 

l 2 
制 z 十

2 
片
石 I 伺石畑F鍬T 倒 H片 t 

o 
It 2 2 

2 11 
5 4 

1 2 1 22 

浦 器昔
2 26 2 35 

2 4 2 9 20 1 

製宥 自" 。
総 ト

2 

tI製4白押 副 円
1 ， 12 1 41 76 5 14 3 

1 
151 

+ + 十

2 I 5 ト1 1 12 

tr 2 2 
J 

11 + 
苓

1 

密 o 
o 
o 

lr 石加石砥睡皿石工機台石

I 29 l 30 

5 5 

2 l 3 

2 2 

1'"核

ヶi斗十45ト2

2 4 

z 
。

そ 19 26 12 11‘ 35 2 l 276 

u) 2 2 
他 3 2 1 2 l 2 ト 41 

盤喜 o 
ー55 3 54 I 20( 690 
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表15 梅迫遺跡出土石器一貫

A 県B岨γ石ミ 守岩
A|B l he定 D その他1 ト蛇紋岩石英玉石材 tt 

安山岩

ナその他f
官案苦言

H|  o o o 

7 |石厳 2 s 
十 ← 

2 2 

o 制 |主主

o 片

o 石場右錐

716 6 
2 37 1 17 

84 

陥uHsg，lE製用M制石石片斧斧*m: 7 

10 J6 
トー

4 。H師
11 

4 
ト

5 石

2 3 
総

fl製.，脅 6J 62 

2 3 1 6 
ー一

l 4 2 l 
8 打円盤状石総~. 

'曜 2 石
l 1 密

トー
o 
o 

4 3 441 3 I 4 4 ET 飯石

t三 38 
石糧周事毛R 

5 30 1 

11 9 l' 
'ー

l 1 3 
+ 

29 s 19 2 

8 
ト

18 2 28 。
163 06 1285 32 3 '974 21 1 3 10 3 2 1 45 2 

102 2 I 80 2 45 6 31 9 51 62 786 5 l 。
2561 1 402 1 11163 11115213 1 11 3 15 61 o -66 3184 
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表16 .崎遺跡出土石器一監

1下吾DET喜E一 F Iその他
織咽石 T岩 砂指

ヤ ト佐敏岩石英玉石材|その他 '十A B 1 A B A B C その他 A BIC D |その他

ヤZ王玉.，T岬a現飯号材.， 
o 

3i o 
飯

o 
2 5 1 

8 2 
2 

1;石b・匙" 岨伺制 o 
片

o 石 Iゐ石相匙錐T 釆U e 器

Io 2 3 3 s l 

閣議号 27 1 28 

13 4 19 

製 。
有 l 

時鰐 7 い ト

tr o 
製

:石器未製品 1 
石

" 
。
o 

-Wl1一m右T製皿石石雄厳台イ石5 

o 
l 2 4 

o 
o 

|孟言~ + o 2 

|石被 23 24 。
そ 2 4 279 1 3 2 l 294 

" 13 13 
他

|扇 6 l 19 1 7 34 

盤事
l 

16 4 4 1 0 1 9 o I 373 3 9 5 I 0 o 3 o o 3 4 。。 3 456 
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表17 二由時遺跡出土石器一貫

A'B'C 安O山岩E F その他h: 酬"1令その他
片岩

A!BIC 妙宕D その他 チャ ト蛇制|時 |主石材その他 tt 
A I B I 

o 
o 
o 

4 2 2 2 II 

2 

石
|硝

l l 

It o 
4 9 14 

l 

'" 
2 2 

!rI 
ト

o 
石 o 
掛

時Eトー
3 

5 o 十 c 

打 村円田'症伺状石押器
1 l 

十 + 
2 

!rI 
円盤状石器来製品 o 

省

It o 
i 

酷 -
2 

2 4 2 10 

右鱒利原右用

o 
|石睡 。
|加工機

トー
o 

磁石 o 
布線 o 。

そ
ト

5 l 6 

の 2 2 
他 ← l 

o 

」 型基肝 o 
o 1 I 2 I 2 I 5 o 4 z o o 5 1 2 3 o 2 o I 0 62 
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表18 島弁原遺跡出土石ー覧

安山岩 /11.曜石 片岩 砂岩
テャ 明紋岩石英 |王石材|その他 ，十

A slc D E FIその他 A B その他 A B C その他 A B C D その他

特殊石器 o 
ヨ民

玉 o 
煩 ードー

玉務併 o 
石織 2 3 5 
石織来製品 o 

制 石匙
片

石匙来製品 o 石
機 石錐 。

加工剥片 o 
使用制片 o 

!lI 
庖割石斧 l 2 l 4 

製 III製石斧来型品 。
石 同部庖製石斧 o a出 トー

朗自製石総 o 
打劃石斧 o 
打製石斧米副品

ト
o 

打 円盤状石器 1 

'限
- - ー 晶一一

円縁状石器量未製品 。
'" + 
署曇 十字形石器量 o 

分輔形石器量
+ o 

打Jj石鎌 1 l 

庖石 。磁石 o 
原石E ・台石 o 

右右
石鰻 o It利

開加工繍 o 
鉱石 下 o 
石被 o 
醐製酬片 。

そ 刺片 l l 4 。3 有事片 o 
他

側 3 5 9 

その他 o 
不明石製 。

'十 o 4 o 1 0 o 3 4 o o o 1 0 1 。10 o 1 0 1 2 1 o o 1 。 。 25 
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表19 .図遺跡出土石器一貫

安山勉 片岩 砂岩
チャート 蛇紋岩石英玉石材その他 ft 

A B C D E F その他IA ， B その A B C その他 A B C IO その他

特殊石緑 2 l 3 
主

玉 」 ↓ o 
貴闘

玉梁材

石厳 l 7 19 1 28 

石厳未製品 o 
'同 石匙 1 1 2 
片 →一
石 石匙来製品 2 2 

111 石錐 1 l 

加工側片 1 l 13 33 2 1 l 2 54 

使用剥片 34 34 

m U苦闘右手手 11 7 19 

" 
盟副右斧来製品 i 

石 局師庖製石斧 2 4 6 
2器

崎製石総 。
打製石斧 3 56 11 1 

十 12 3 2 8s 

打製石斧A'!II'l品 l l 1 5 
打 同盤状石器 I 3 3 
劇

円盤状石総来製品
十

石 l 

S曇 +字形石器 。
分鋼形石器 。
打製石崎 o 
'"石 ・飯石 54 4 3 61 

原 石血 ー台石 2 l 5 l 1 10 
石石

石鰭 l ..剥
用加工機 1 1 2 

砥石 1 4 5 

石続 < 1 5 '" 4 78 

調製剥片 o 
そ 制片 2 10 2 25 100 6 4l18 9 2 7 26 2 2 4 3 3 11 5 4 635 

σコ砕J1 18 
他

側 2 3 l 2 86 l 2 97 
その他 o 
不明石器 o 

富十 78169128 12 1301 8 1 678 2 1 13 41 1 6 1 1 1 4 1 1 1 4 1 12 1 18 2 16 o 。 8 l 1155 I 
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表20 川辺西原遺跡出土石器一覧

l B ナ安D山岩~ FTそ可亙
栂 晒... 庁宕

|A B C 砂岩D その他 ト蛇絞殺石英玉石材 宮+

τF宥

A I B |その他 A IB 1C lその他

o 

期

石描

" 石匙
片 o 省

加石使庖錐用割工刺剥石

糧 o 
l' 10 

l' 10 

ill 
2 2 

製
宥 o 

弓22芸 2 2 

6 I 7 

i l 
tr ヨ布 o 
'限
右 o 
10 ヨ畜 o 

ヨ初 l 

1 

若10開者剰

膚石右凪・舷台石石
5 2 10 

] l 
石鍵 o 

o 

叶器
1 l 

3 
。

そ制片 6 62 0 24 t 97 
。》

件棟斤
l 2 5 

他 2 3 1 i 2 7 3 2 i 3 2 1 2 31 

E普
I 0 3 4 I 0 4 
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